









































昭和 30 年代（1955 年）までの製造業 
当時の工場は、柳田全体で見てもわずか 12 工場、従業員 38 名のみであり、工業の発
達した地域とは言えない。その中でも零細工場が非常に多く、上町地区にある工場はど


































が多忙で、農家とは米 1 升と麹 1 升を交換して、味噌の仕込みを行った。1 升の米に酵



















































織機 1 台につき 5 千円の補助金の支給もしていた。そういったバックアップがあり、昭
和 43（1968）年に 8 企業が同時に創業し、翌年さらに 3 企業が加わった。 
これらの会社は八台機屋という 24 時間フル運転の織機を用い家族労働力を主体とし
た経営形態をとった。昭和 47（1972）年時点では合鹿や上町にこういった工場があっ









京都から持ち込まれ、製品も京都に送る。1 枚単位で 175～180 円で、一ヶ月の収入は


















































た。従業員の中心は 30 歳代の主婦だった。特に柳田電機製作所では 20～45 歳の女性


















けてずっと 8%前後を維持していた。そして、その内訳を見てみると、北陸 4 県でも特
に新潟県が 60.7％、石川県が 33.8%と、これら両県で 95%近くを占める。年次別推移
でも石川は減少率が低い。出稼ぎ人口が多くなる要因として考えられる賃金格差を昭和
60（1985）年のデータで見てみると、東京を 100 とすると、全国平均が 79.4、富山が




見てみると昭和 46（1971）年を 100 とすると昭和 60（1985）年は 58.0 であり、県平
均の 45.3 を上回っていた（『出稼ぎの総合的研究』：1-5,69-73,115-120）。 
何人かの人に出稼ぎの様子についてのお話を伺うことができた。 
 















D さん（神和住、男性、70 歳代） 
中学卒業後、大工見習になった。昭和 35（1960）年、23 歳の時に、神戸の西宮に友
人の伝手で行き大工の仕事をもらった。アパートを建てる話などが多くあり、棟梁に頼


















E さん（上町、男性、60 歳代） 
昭和 40 年代後半の町村合併以降、柳田村でも地元住民中心に起業をし、雇用の場が






























業場で 10 数人の従業員で、ベビー服などを扱っていた。 






現在、従業員は全員で 21 人。ほとんどが女性で、裁断を担当する 1 人が唯一の男性
従業員である。全体の平均年齢はおおよそ 50 歳代ぐらい。半分はパートタイマーとし
て雇用している。 
朝 8 時始業、夕方 5 時終業で作業している。機械を導入し、今は大阪など都市部中心
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た 1952 年からの漁業生産は戦前を超え、年々増加するようになった。 



























れた場所からも人が集まっている。このうち女性が 34 人、男性が 4 人という内訳であ
る。やはり女性が多い職場である。パートタイムの若い従業員が増えているそうだ。原
因として、現在働き口が減っていて集中しているのかも、とおっしゃっていた。勤務時








昨年（2015 年）、F さんの次男に社長の役職は代替わりしたが、F さん自身も現在で
も作業の中心となって指揮をとっている。 
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4．考察 
高度経済成長の影響が地域に到達する前は、地域内の需要にあわせ、地域内で消費さ
れるぶんの製品をつくる、といった工場ばかりだった。地域内で消費するだけをちょう
ど作ればよいので、工場の規模もそれほど大きくなくてもよく、農業の傍ら家族単位で
製造するところが多かった。地域の中でそういった仕事を請け負う特定の家のみが製造
に従事しており、その他の農家は農業以外の現金収入を求めて地域外へ出稼ぎに行って
いた。 
高度経済成長の影響が村に及び、交通が発達すると、地域外の需要をつかみ、大量消
費される他の地域に輸送出荷する、といったこれまでとは異なる工場ができた。そうし
た新しい工場は、大量生産するため従業員を増やし、効率を上げるため地域に残ってい
ながら家事以外の時間は比較的まとまって確保することできる主婦層を中心に雇用し
た。 
そうした戦略で好景気の波にのり利益を上げたが、その後の重なる不況や社会の変化
に打撃を受け、廃業になる工場が多かった。 
今回の聞き取り調査で見えてきたその原因として、この地域が元来持つ「交通難」と
いう面がとても大きく影響していると感じられた。製品に競争力を持たせるためにコス
トを抑えるという方法があるが、輸送コストがどうしてもかかってしまうこの地域には
大変不利である。お話を伺っていくなかで、その弱点を何らかの工夫や努力をして今も
自社内で消化しきれている工場が存続していることが分かった。 
もう一つ、この地域で重要だと感じたのが、人材面である。工場の従業員の大部分は
女性だが、工場では女性の出産や育児など女性の個々の事情に柔軟に対応している。従
業員と工場の関係が密接である。地域全体で人口の減少が続くなか、製造を続けること
ができるのは、福利厚生など健全な作業環境・条件の維持によって、従業員との間の信
頼関係を保ち続けることが軸になっている。 
 
5．おわりに 
産業はこれまで自分が関わってこなかった分野でしたが、工業の変遷についての語り
口にひかれ、拙いながら今回取り扱わせていただきました。いろいろな方にお話を伺い、
文献では知ることのできない生の声を聴くことでその興味が膨らんでいき、そのために
複数回にわたって時間を割いていただくこともあったのですが、どの方にも親切丁寧に
応じていただき、この報告書を書き上げることができました。貴重な体験ができました、
本当にありがとうございました。 
 
  
